
第４学年 国語科学習指導案 

                       日 時  平成２０年９月３０日(火)６校時 

                       児 童  ４年生 １５名 

                       指導者  松 田  博 史 

 

１ 単元名  場面をくらべて読もう 

  教材名  一つの花 

 

２ 単元について 

（１） 教材について 

第３学年及び第４学年の「Ｃ読むこと」の目標は「目的に応じ、内容の中心をとらえたり段

落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しようと

する態度を育てる」ことである。 

本単元で育てたい主となる能力は、「ウ．場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像しな

がら読むこと」及び「エ．読み取った内容について自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方に

ついて違いがあることに気付くこと」である。そこで、本教材の学習を通して、「キーワード

に気をつける読み方を知り、場面意識をもって登場人物の様子や気持ちを読み取って、戦時の

親子を描いた作品世界に迫る」を目標としている。 

本教材は、主人公「ゆみ子」とその両親の戦中から戦後までの様子を描いた物語であり、家

族愛と平和への願いが主題になっている。繰り返し出てくる言葉「一つだけ」や比喩表現、ダ

ッシュなどに着目しながら読み取りを進めていくことで、物語の作品世界に迫っていくことが

できると思われる。また、物語の前半は戦中、後半は戦後という構成になっており、前半場面

と後半場面を対比的に読むことによって、戦争と平和それぞれがもたらすものをとらえること

ができると考えられる。 

（２）児童について 

児童は１学期、「三つのお願い」で、場面の違いに気をつけながら文章を読み取ったり、登場

人物の様子がわかるように音読したりしている。また、「白いぼうし」では、全体を四つの場面

に分け、場面ごとに課題をたて、叙述に即して文章を読み取る学習をしている。これらの学習

を通して、場面の様子や登場人物の気持ちなどを想像しながら読んだり、感想を自分の言葉で

書いたりする経験をしている。しかし、文章中の言葉一つ一つに着目し、より深い読み取りが

できる児童は少なく、文章を直感的に読んでしまう児童もいる。また、自分の考えを発表する

ことを苦手とする児童や、自分の考えの根拠をうまく説明できない児童も少なくない。 

これまでの学習で、重要語句にサイドラインを引いたり、自分の考えや登場人物の気持ちを

書き込みしたりすることを行ってきた。児童は、自分の考えを書こうとする意欲は高まってき

ているが、読み取ったことを自分なりの言葉で表現したり、大切な言葉を自分で見つけたりす

る力は十分とはいえない。 

３年生時に実施したＣＲＴの「読む能力」の得点率は 64.3％となっており、特に「文章の特

徴に注意して読むこと」の力が劣っている。また、読解力事前テストでは平均 69.6 点で、ミ

シンの音の変化が何を表しているのかを答える問題や、前後の内容から指示語を選ぶ問題にお

いて、特に正答率が低かった。 

 

 

 

 

 



（３） 指導にあたって 

本教材は３つの場面から構成されているが、指導にあたっては、第二場面を３つに分けて全

体を５つの場面とし、場面ごとに課題をたてて学習を進めていきたい。単元を通し、音読や書

き込みなどをしながら、場面の様子について叙述に即して想像豊かに読み取らせていきたい。

また、物語は戦争のことを扱った作品であることから、時代背景や当時の生活の様子、難語句

等について十分に説明をしながら学習を進めるようにしていきたいと考える。 

「つかむ・見通す」段階では、会話文や「一つ」などの言葉を手がかりに、印象に残った場面

や疑問に思ったことなどを感想として書き、交流し合うことで物語の世界に興味を持たせたい。 

「深める」段階では、場面ごとにゆみ子の両親の言動等に着目させ、その行動や会話の背景、

意図を想像させながら読み取らせたい。その際、場面ごとの課題に沿った視点でサイドライン

を引いて書き込みをしたり、自分の考えをノートに書いたりする活動を取り入れるようにする。

また、文中で繰り返し使われる「一つ」という言葉は物語の中で最も重要なキーワードである

ことから、それぞれの場面でどんな意味を持っているのかを考えながら読み進めさせたい。さ

らに「一つ」が使われていない戦後の場面と比較させて読ませることで、作品を通して作者の

伝えたかったことに迫れるのではないかと考える。 

「まとめる」「広げる」段階では、自分の読みの深まりを確認しながら「ゆみ子」に手紙を書

くことで学習のまとめとする。友達同士で読み合う活動にも取り組ませ、自分と友達との感想

の違いに気づかせたい。 

 

３ 単元の目標 

【関心・意欲・態度】 

○ 戦争に関する物語を、人々の生活や考え方に興味を持って読もうとする。 

【書くこと】 

○ 読み取ったことを生かして、「ゆみ子」にあてた手紙を書くことができる。 

【読むこと】 

◎ 登場人物の様子と場面の様子を、作品の中の大事な言葉に気をつけて想像しながら読むこと

ができる。 

○ 題名にこめられた作者の思いについて自分なりの考えをもち、友達の考えと比べることがで

きる。 

【言語事項】 

○ 語句の意味を理解し、文末表現、指示語、ダッシュなどの働きについて理解を深めることが

できる。 

 
４ 単元の指導計画（全１０時間） 
段階  時 学習活動 具体の評価規準 努力を要する児童への支援 
 
つ

か

む 
・

見

通

す

２ 

１ 

 教材文を読んで初発の感想を

持つとともに、新出漢字を確認し

て難語句の意味調べをする。 
◇感想 

関：物語の世界に興味を持

ち、意欲的に感想を書

いている。 

「一つの花」の登場人物

を確認しながら、感想を

持たせる。 

２ 

 場面分けをし、学習課題を立

て、今後の学習の見通しを持つ。

 ◇小見出し 

読・言：場面構成を理解し、

学習の見通しを立てて

いる。 

場面ごとに大事なこ

とを確認しながら読ま

せる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
６ 

３ 

 戦中の暮らしの様子を読み取

る。 
 ◇サイドライン 
 ◇自分の考え 

読・言：戦中についての叙

述を基に、当時の生活

の様子を想像しながら

読むことができる。 

 現代生活との違いに

着目させて読ませる。 

４ 

 「一つだけちょうだい。」がゆ

み子の口ぐせになった様子を読

み取る。 
◇サイドライン 
◇視写 

 ◇書き込み 

読・言：母の行動について

の叙述を基に、「一つだ

け」がゆみ子の口ぐせ

になったわけを捉える

ことができる。 

 食料が少ない状況を

説明し、母の会話文に着

目させて読ませる。 

５ 

 高い高いするお父さんのゆみ

子への思いを読み取る。 
 ◇サイドライン 
 ◇書き込み 

読・言：両親の会話や行動

についての叙述を基に

「一つだけ」の意味を

考えながらゆみ子の将

来を案じる父の思いを

考えることができる。

「深いため息」という叙

述に着目させるととも

に、親子の状況をおさえ

させる。 

６ 

 戦争に行く父と見送る母子の

様子を読み取る。 
 ◇サイドライン 
 ◇書き込み 

話・言：母の行動について

の叙述を基に、父にゆ

み子の泣き顔を見せま

いとする母の思いを考

えることができる。 

 出征することの意味

を説明し、家族の別れの

日であることをおさえ

させる。 

７ 

 一つの花にこめられた父のゆ

み子への思いを読み取る。 
 ◇サイドライン 
 ◇書き込み 

話・言：父の言動について

の叙述を基に、「一つだ

け」の意味を考えなが

らコスモスに託した父

の思いを考えることが

できる。 

 読み取ってきたこと

を振り返らせ、ゆみ子が

父に受けていた愛情を

思い起こさせる。 

８ 
本

時 

 十年後のゆみ子と母の生活の

様子を読み取る。 
 ◇サイドライン 
 ◇自分の考え 

話・言：十年後のゆみ子と

ゆみ子を取り巻く状況

の変化を戦中と比べな

がら読み、自分の考え

をもつことができる。

ゆみ子やゆみ子の暮

らしぶりについて、板書

等を活用しながら戦中

と戦後の違いを捉えさ

せる。 
ま

と

め

る

１ 

９ 

 ゆみ子への手紙を書く。 
 ◇手紙 

関：場面の移り変わりや題

名にこめられた作者の

思いに気をつけながら

作品全体を読み返し、

手紙の形式で感想を書

こうとしている。 

 それぞれの場面の読

みを想起させる。 

広

げ

る

１ 

10 

 手紙を読み合い、心に残ったこ

とをまとめる。 
 ◇感想カード 

言：伝えたい中心をはっき

りさせて友達への感想

カードを書いている。

 自分の手紙との違い

はどこか、友達にどんな

ことを伝えたいかを確

認しながら書かせる。 

 
 
 



５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  【関心・意欲・態度】 

   ○ 十年後のゆみ子とゆみ子を取り巻く状況の変化を進んで読み取ろうとしている。 

  【読むこと】 

   ◎ 十年後のゆみ子とゆみ子を取り巻く状況の変化を戦中と比べながら読み、自分の考えを 

もつことができる。 
（２）本時の書く活動 

    本時はまず、前時までの戦中のゆみ子やゆみ子を取り巻く状況から、第三場面の十年後

に変化している部分を見つけさせ、教科書にサイドラインを引かせる。戦中の場面と戦後

の場面を対比して読ませることで、物語の内容をより深く読み取らせることができると考

える。 

その後、十年後のゆみ子について自分はどう感じるかをノートに記述させる。読み取っ

たことをもとに自分の考えを書くこと、さらにそれを友達と交流することにより、作品の

主題により迫ることができると考える。 

（３）本時の展開  

◇書く活動  ◎主となる「書く活動」に関わる部分  ☆支援  ○評価 

段階 学習活動 教師の発問と指示 予想される反応 評価と支援 

つ

か

む 

5 

分 

１．前時の学習を想起

する。 

 

２．学習課題をつかむ。 

 

・２の場面でお父さんは

どんな思いでゆみ子に

コスモスをあげました

か。 

・健康で元気な子、母を

大切にするやさしい子

に育ってほしいという

思い。 

 

 

☆教室掲示を

見ながら２

の場面を想

起させる。

 

見

通

す 

3 

分 

３．学習の見通しを持

つ。 

 

・３の場面の小見出しは

何でしたか。 

・十年後、戦争は終わっ

ています。戦争中と戦

争後のゆみ子の暮らし

を比べながら読み取っ

ていきましょう。 

・いっぱいのコスモスの

中でくらしているゆみ

子。 

☆大きく時代

が変わり、

十年後は戦

争が終わっ

ていること

を お さ え

る。 

  

  

  

 

深

め

る

30

分 

 

 

 

 

 

４．学習場面の音読を

する。 

 ・個人読み 

 ・指名読み 

５．第三場面を読み取

る。 

◇サイドライン 

 

 

 

 

◇戦中と戦後を対比

させてまとめる 

 

・十年前と変わっている

ところに気をつけなが

ら音読しましょう。 

 

◎戦争中と比べて、戦争

後変わっているところ

にサイドラインを引き

ましょう。 

 

 

 

◎ノートに書きまとめま

しょう。 

 

 

 

 

 

・コスモスがいっぱい。 

  ⇔コスモスが一つ。 

・お父さんがいない。 

  ⇔お父さんがいる。 

・食べ物が多い。 

  ⇔食べ物が少ない。 

・ゆみ子が成長している。 

  ⇔ゆみ子が幼い。 

・楽しそうな暮らし。 

  ⇔つらそうな暮らし。 

 

 

 

 

☆変化を見つ

けられない

児童には、

コスモスや

食料等視点

を与える。

○必要な部分

を見つけ、線

を引けたか。

（サイドライン）

十年後のゆみ子の様子を読み取ろう。 



 

 

 

 

 

 

深

め

る

30

分 

 

◇自分の考えを書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考えの交流 

 

◎十年後のゆみ子につい

てどう思いますか。自

分の考えを書きましょ

う。 

 

・トンネルになるほどた

くさんのコスモスに包

まれてくらしていて、

お父さんが喜んでいる

かもしれない。 

・肉か魚か選ぶことがで

きるくらい食べ物が多

いから、十年前より楽

な生活だ。 

・スキップして買い物に

行くことができ、楽し

そう。 

・お母さんの食べたい物

を作ってあげられるく

らいゆみ子は成長し

た。 

・お父さんが戦争から帰

ってこなくてかわいそ

うだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○読み取った

ことをもと

に自分の考

えを書けた

か。 

 （ノート）

ま

と

め

る 

7 

分 

６．課題のまとめをす

る。 

 

 

 

 

 ・一斉読み 

 

７．学習を振り返る。 

 ・自己評価 

８．次時の学習を知る。 

・３の場面をまとめまし

ょう。 

 

 

 

 

・場面の様子を思い浮か

べながら音読しましょ

う。 

 

・次の時間は、ゆみ子に

手紙を書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆何名かの発

表 を も と

に、全体の

まとめをす

る。 

（４）本時の評価 

  【読むこと】 

○ 十年後のゆみ子とゆみ子を取り巻く状況の変化を戦中と比べながら読み、自分の考えを 

もつことができたか。（観察、ノート） 
Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する児童への支援 

十年後のゆみ子とゆみ子を

取り巻く状況の変化を戦中と

比べながら読み、平和の中を

生きるゆみ子の様子を父母の

思いと関わらせながら自分の

考えを書きまとめている。 

十年後のゆみ子とゆみ子を

取り巻く状況の変化を戦中と

比べながら読み、自分の考え

を書きまとめている。 

自分の考えをもてない児

童には、板書等で戦中と戦後

の違いを捉えさせるととも

に、この場面を読んでみての

感想を考えて書かせる。 

 

 

 

 十年後のゆみ子は、多くのコスモスに包まれて

暮している。お父さんがいなくても、お母さんと

二人で幸せにくらしていてよかった。 



 

（５）板書計画 

 

 
 

場
面
を
く
ら
べ
て
読
も
う 

 
 

 
 

一
つ
の
花 

 
 

 

今
西 

祐
行 

   

 

十
年
後
（
戦
争
後
） 

 
 

 

十
年
前
（
戦
争
中
） 

  

い
っ
ぱ
い 

ト
ン
ネ
ル 

 
 

 
 

 
 

一
つ 

一
輪 

  
 

 
 

い
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
肉
と
お
魚 

 
 

 
 

 
 

 

お
い
も 

豆 

か
ぼ
ち
ゃ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

ス
キ
ッ
プ 

 
 

 
 

 
 

 

「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。
」

 
 

 

小
さ
な
お
母
さ
ん 

 
 

 
 

 

高
い
高
い
、
お
ん
ぶ 

   
 

 

・
（
児
童
の
書
い
た
考
え
） 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

   

十
年
後
の
ゆ
み
子
の
様
子
を
読
み
取
ろ
う
。 

お
父
さ
ん 

十
年
後
の
ゆ
み
子
は
、
多
く
の
コ
ス
モ
ス
に
包
ま
れ
て
お
母
さ
ん
と
く
ら
し
て
い

る
。
お
父
さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
明
る
く
元
気
に
成
長
し
て
い
て
よ
か
っ
た
。

食
べ
物 

コ
ス
モ
ス 

ゆ
み
子 



「
一
つ
の
花
」
教
材
分
析 

 

二
① 

一 場
面 

 

母
は
「
一
つ
だ

け

ち

ょ

う

だ

い
。
」
と
言
え
ば

な
ん
で
も
も
ら

え
る
と
思
っ
て

い
る
ゆ
み
子
を

嘆
き
、
父
は
ゆ
み

子
の
将
来
を
案

じ
る
。 

「
学
習
課
題
例
」 

お
父
さ
ん
が
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

高
い
高
い
す
る

の
は
な
ぜ
か
。 

「
ま
と
め
例
」 

ゆ
み
子
に
一
つ

の
喜
び
し
か
与

え
ら
れ
な
い
こ

と
が
悲
し
く
、
ゆ

み
子
の
将
来
を

心
配
し
て
い
る

か
ら
。 

 
戦
時
下
、
食
べ

物
が
な
く
、
敵
が

爆
弾
を
落
と
し

て
い
き
、
町
が
灰

に
な
る
。 

 

食
べ
物
を
い

く
ら
で
も
ほ
し

が
る
ゆ
み
子
に
、

母
は
「
一
つ
だ
け

よ
。
」
と
自
分
の

分
を
分
け
る
。
母

の
口
ぐ
せ
を
ゆ

み
子
は
覚
え
て

し
ま
っ
た
。 

「
学
習
課
題
例
」 

「
一
つ
だ
け
ち

ょ
う
だ
い
。
」
が

ゆ
み
子
の
最
初

に
覚
え
た
言
葉

に
な
っ
た
の
は

な
ぜ
か
。 

「
ま
と
め
例
」 

い
つ
も
お
腹
を

す
か
せ
て
い
た

ゆ
み
子
に
、
お
母

さ
ん
が
「
一
つ
だ

け
よ
。
」
と
食
べ

物
を
く
れ
た
。

「
一
つ
だ
け
」
を

繰
り
返
し
聞
い

て
い
た
か
ら
。 

あ
ら
す
じ 

「
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
な
子
で
し
ょ
う
ね
。
一
つ
だ
け
ち
ょ

う
だ
い
と
言
え
ば
、
な
ん
で
も
も
ら
え
る
と
思
っ
て
る
の

ね
。」 

あ
る
と
き
、
お
母
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。 

 

す
る
と
、
お
父
さ
ん
が
深
い
た
め
息
を
つ
い
て
言
い
ま

し
た
。 

「
こ
の
子
は
、
一
生
、
み
ん
な
ち
ょ
う
だ
い
、
山
ほ
ど
ち
ょ

う
だ
い
と
言
っ
て
、
両
手
を
出
す
こ
と
を
知
ら
ず
に
す
ご

す
か
も
し
れ
な
い
ね
。
一
つ
だ
け
の
い
も
、
一
つ
だ
け
の

に
ぎ
り
飯
、
一
つ
だ
け
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
に
つ
け
―
―
。
み

ん
な
一
つ
だ
け
。
一
つ
だ
け
の
喜
び
さ
。
い
や
、
喜
び
な

ん
て
一
つ
だ
っ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
ね
。

い
っ
た
い
大
き
く
な
っ
て
、
ど
ん
な
子
に
育
つ
だ
ろ
う
。」

 

そ
ん
な
と
き
、
お
父
さ
ん
は
、
決
ま
っ
て
ゆ
み
子
を
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
高
い
高
い
す
る
の
で
し
た
。 

「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。」 

 

こ
れ
が
、
ゆ
み
子
の
は
っ
き
り
覚
え
た
最
初
の
言
葉
で

し
た
。 

 

ま
だ
戦
争
の
は
げ
し
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
こ
ろ
は
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
だ
の
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
だ

の
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
の
、
そ
ん
な
物
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
や
つ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
食
べ
る
も
の
と
い
え
ば
、
お
米
の
代
わ
り
に

配
給
さ
れ
る
、
お
い
も
や
豆
や
か
ぼ
ち
ゃ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

毎
日
、
て
き
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、
ば
く
だ
ん
を

落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

町
は
、
次
々
に
焼
か
れ
て
、
は
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。 

 

ゆ
み
子
は
、
い
つ
も
お
な
か
を
す
か
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
ご
飯
の
と
き
で
も
、
お
や
つ
の
と
き
で
も
、
も

っ
と
も
っ
と
と
言
っ
て
、
い
く
ら
で
も
ほ
し
が
る
の
で
し

た
。 

 

す
る
と
、
ゆ
み
子
の
お
母
さ
ん
は
、 

「
じ
ゃ
あ
ね
、
一
つ
だ
け
よ
。」 

と
言
っ
て
、
自
分
の
分
か
ら
一
つ
、
ゆ
み
子
に
分
け
て
く

れ
る
の
で
し
た
。 

「
一
つ
だ
け
―
―
。
一
つ
だ
け
―
―
。」 

と
、
こ
れ
が
、
お
母
さ
ん
の
口
ぐ
せ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ゆ
み
子
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
お
母
さ

ん
の
こ
の
口
ぐ
せ
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

教
材
文 

（
想
）
母
の
嘆
き 

・「
一
つ
だ
け
」
で

「
な
ん
で
も
も
ら

え
る
」
と
思
っ
て

い
る
ゆ
み
子
の
ふ

び
ん
さ 

（
事
）
対
比 

み
ん
な
、
山
ほ
ど 

⇔ 

一
つ
だ
け 

（
想
）〈
音
〉
ゆ
み

子
の
将
来
を
案
じ

る
父 

・
山
ほ
ど
の
喜
び

を
与
え
ら
れ
ず
、

将
来
に
希
望
を
抱

け
な
い
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
状
況 

〈
視
〉
「
一
つ
だ

け
ち
ょ
う
だ
い
。」 

（
事
）
ゆ
み
子
の

覚
え
た
最
初
の
言

葉 
  

（
事
）
戦
争
の
激

し
さ 

・
食
べ
る
物
が
な

い ・
毎
日
の
空
襲 

・
町
が
灰
に 

       

〈
書
〉
「
じ
ゃ
あ

ね
、
一
つ
だ
け

よ
。」 

（
想
）
自
分
の
分

を
分
け
る
母
の
思

い
と
そ
の
状
況 

指
導
事
項 

    

深
い
た
め
息 

           

決
ま
っ
て 

    

戦
争 

～
だ
の
～
だ
の

 

～
ど
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
せ
ん 

配
給 

～
し
か 

て
き 

 

次
々
に 

は
い 

 

～

で

し

ょ

う

か
。 

い
く
ら
で
も 

     

―
―
（
ダ
ッ
シ

ュ
） 

口
ぐ
せ 

知
ら
ず
知
ら
ず

言
語
事
項 



二
③ 

二
② 

場
面 

 

「
一
つ
だ
け
。」

と
泣
き
出
し
た

ゆ
み
子
に
、
父
は

一
輪
の
コ
ス
モ

ス
を
与
え
る
。
喜

ぶ
ゆ
み
子
の
握

っ
た
コ
ス
モ
ス

を
見
つ
め
な
が

ら
、
父
は
出
征
し

て
い
く
。 

「
学
習
課
題
例
」 

お
父
さ
ん
は
ど

ん
な
思
い
で
汽

車
に
乗
っ
て
行

っ
た
の
か
。 

「
ま
と
め
例
」 

「
一
つ
だ
け
ち

ょ
う
だ
い
」
と
し

か
言
え
な
い
ゆ

み
子
が
心
配
だ

が
、
元
気
に
、
幸

せ
に
育
っ
て
ほ

し
い
、
心
の
や
さ

し
い
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
。 

 

戦
争
に
行
く

父
を
見
送
り
に

行
く
母
と
ゆ
み

子
。 

 

お
に
ぎ
り
を

ね
だ
る
ゆ
み
子

を
、
母
は
泣
か
せ

ま
い
と
す
る
。
父

は
戦
争
に
行
く

人
で
は
な
い
か

の
よ
う
。 

「
学
習
課
題
例
」

お
母
さ
ん
が
ゆ

み
子
に
お
に
ぎ

り
を
み
ん
な
あ

げ
た
の
は
な
ぜ

か
。 

「
ま
と
め
例
」 

戦
争
に
行
く
お

父
さ
ん
に
心
配

を
か
け
た
く
な

い
、
ゆ
み
子
の
泣

き
顔
を
見
せ
た

く
な
い
か
ら
。 

あ
ら
す
じ 

 

と
こ
ろ
が
、
い
よ
い
よ
汽
車
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
と
き

に
な
っ
て
、
ま
た
ゆ
み
子
の
「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。」
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。 

「
み
ん
な
お
や
り
よ
、
母
さ
ん
。
お
に
ぎ
り
を
―
―
。」 

お
父
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。 

「
え
え
、
も
う
食
べ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
の
―
―
。
ゆ
み
ち
ゃ
ん
、

い
い
わ
ね
え
。
お
父
ち
ゃ
ん
、
兵
隊
ち
ゃ
ん
に
な
る
ん
だ
っ

て
。
ば
ん
ざ
あ
い
っ
て
―
―
。」 

お
母
さ
ん
は
、
そ
う
言
っ
て
ゆ
み
子
を
あ
や
し
ま
し
た
が
、

と
う
と
う
泣
き
だ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

「
一
つ
だ
け
。
一
つ
だ
け
。
」 

と
言
っ
て
。 

 

お
母
さ
ん
が
、
ゆ
み
子
を
一
生
け
ん
命
あ
や
し
て
い
る
う

ち
に
、
お
父
さ
ん
が
、
ぷ
い
と
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 

お
父
さ
ん
は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
は
し
っ
ぽ
の
、
ご
み

す
て
場
の
よ
う
な
所
に
、
わ
す
れ
ら
れ
た
よ
う
に
さ
い
て
い

た
コ
ス
モ
ス
の
花
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
あ
わ
て
て
帰
っ
て

き
た
お
父
さ
ん
の
手
に
は
、
一
輪
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
あ
り

ま
し
た
。 

「
ゆ
み
。
さ
あ
、
一
つ
だ
け
あ
げ
よ
う
。
一
つ
だ
け
の
お
花
、

大
事
に
す
る
ん
だ
よ
う
―
―
。」 

 

ゆ
み
子
は
、
お
父
さ
ん
に
花
を
も
ら
う
と
、
キ
ャ
ッ
キ
ャ

ッ
と
足
を
ば
た
つ
か
せ
て
喜
び
ま
し
た
。 

 

お
父
さ
ん
は
、
そ
れ
を
見
て
に
っ
こ
り
笑
う
と
、
何
も
言

わ
ず
に
、
汽
車
に
乗
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ゆ
み
子

の
に
ぎ
っ
て
い
る
、
一
つ
の
花
を
見
つ
め
な
が
ら
―
―
。 

 

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
あ
ま
り
じ
ょ
う
ぶ
で
な
い
ゆ
み
子

の
お
父
さ
ん
も
、
戦
争
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

お
父
さ
ん
が
戦
争
に
行
く
日
、
ゆ
み
子
は
、
お
母
さ
ん
に

お
ぶ
わ
れ
て
、
遠
い
汽
車
の
駅
ま
で
送
っ
て
い
き
ま
し
た
。

頭
に
は
、
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
、
わ
た
入
れ
の
防
空

頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

お
か
あ
さ
ん
の
か
た
に
か
か
っ
て
い
る
か
ば
ん
に
は
、
包

帯
、
お
薬
、
配
給
の
き
っ
ぷ
、
そ
し
て
、
大
事
な
お
米
で
作

っ
た
お
に
ぎ
り
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ゆ
み
子
は
、
お
に
ぎ
り
が
入
っ
て
い
る
の
を
ち
ゃ
あ
ん
と

知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、 

「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
、
お
じ
ぎ
り
、
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ

い
。」 

と
言
っ
て
、
駅
に
着
く
ま
で
に
み
ん
な
食
べ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
は
、
戦
争
に
行
く
お
父
さ
ん
に
、
ゆ
み
子
の

泣
き
顔
を
見
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

駅
に
は
、
ほ
か
に
も
戦
争
に
行
く
人
が
あ
っ
て
、
人
ご
み

の
中
か
ら
、
と
き
ど
き
ば
ん
ざ
い
の
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
方
か
ら
は
、
た
え
ず
勇
ま
し
い
軍
歌
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。 

 

ゆ
み
子
と
お
母
さ
ん
の
ほ
か
に
見
送
り
の
な
い
お
父
さ
ん

は
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
は
し
の
方
で
、
ゆ
み
子
を
だ
い
て
、

そ
ん
な
ば
ん
ざ
い
や
軍
歌
の
声
に
合
わ
せ
て
、
小
さ
く
ば
ん

ざ
い
を
し
て
い
た
り
、
歌
を
歌
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
る
で
、
戦
争
に
な
ん
か
行
く
人
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
。 

教
材
文 

（
事
）
汽
車
が
入

っ
て
く
る 

→
別
れ
が
近
づ
く 

（
事
）
父 

「
み
ん
な
お
や
り

よ
」 

  

（
事
）
ゆ
み
子 

泣
き
出
し
て
し
ま

う 
 

（
事
）
父 

ぷ
い
と
い
な
く
な

る
。
あ
わ
て
て
帰

っ
て
く
る
。 

 

（
事
）
一
つ
の
花 

コ
ス
モ
ス
の
花 

一
輪
の
コ
ス
モ
ス

の
花 

一
つ
だ
け
の
花 

（
想
）
〈
書
〉
「
大

事
に
す
る
ん
だ
よ

う
―
。」
に
込
め
た

父
の
願
い 

（
事
）
丈
夫
で
な

い
父
が
戦
争
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い 

（
事
）
見
送
り
に

行
く
母
と
ゆ
み
子 

  

（
想
）
父
の
た
め

の
お
に
ぎ
り 

  

（
事
）
お
に
ぎ
り

を
す
べ
て
食
べ
て

し
ま
っ
た 

（
想
）〈
書
〉
泣
き

顔
を
見
せ
た
く
な

い
母
の
気
持
ち 

（
事
）
対
比 

人
ご
み 

ば
ん
ざ
い
の
声 

勇
ま
し
い
軍
歌 

 
 

⇔ 

ゆ
み
子
と
母
し
か

見
送
り
が
い
な
い 

小
さ
く
ば
ん
ざ
い 

歌
を
歌
っ
て 

指
導
事
項 

い
よ
い
よ
～
と

き
に
な
っ
て 

   
兵
隊 

  

あ
や
す 

      

は
し
っ
ぽ 

   

一
輪 

 

―
―
（
ダ
ッ
シ

ュ
） 

    

お
ぶ
わ
れ
て 

防
空
頭
巾 

  

配
給
き
っ
ぷ 

      

～
で
し
ょ
う
か

 

人
ご
み 

ば
ん
ざ
い 

た
え
ず 

勇
ま
し
い 

軍
歌 

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム は
し 

ま
る
で
～
の
よ

う
に 言

語
事
項 



  

三 場
面 

 

十
年
後
、
母
と

ゆ
み
子
は
、
い
っ

ぱ
い
の
コ
ス
モ

ス
に
包
ま
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
。 

 

ゆ
み
子
は
、
お

昼
を
作
る
た
め
、

買
い
物
に
出
か

け
て
行
く
。 

「
学
習
課
題
例
」 

十
年
後
の
ゆ
み

子
の
様
子
を
読

み
取
ろ
う
。 

「
ま
と
め
例
」 

多
く
の
コ
ス
モ

ス
に
包
ま
れ
、
お

父
さ
ん
が
い
な

く
と
も
お
母
さ

ん
と
二
人
で
幸

せ
に
暮
し
て
い

る
。 あ

ら
す
じ 

そ
れ
か
ら
、
十
年
の
年
月
が
す
ぎ
ま
し
た
。 

ゆ
み
子
は
、
お
父
さ
ん
の
顔
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
に

お
父
さ
ん
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
知
ら
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

で
も
、
今
、
ゆ
み
子
の
と
ん
と
ん
ぶ
き
の
小
さ
な
家
は
、
コ

ス
モ
ス
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
か
ら
、
ミ
シ
ン
の
音
が
、
た
え
ず
速
く
な
っ
た
り
、
お

そ
く
な
っ
た
り
、
ま
る
で
、
何
か
お
話
を
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
、
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
の
お
母
さ
ん
で
し
ょ
う

か
。 

「
お
母
さ
ん
、
お
肉
と
お
魚
と
ど
っ
ち
が
い
い
の
。」 

と
、
ゆ
み
子
の
高
い
声
が
、
コ
ス
モ
ス
の
中
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。 

 

す
る
と
、
ミ
シ
ン
の
音
が
し
ば
ら
く
や
み
ま
し
た
。 

 

や
が
て
、
ミ
シ
ン
の
音
が
ま
た
い
そ
が
し
く
始
ま
っ
た
と

き
、
買
い
物
か
ご
を
さ
げ
た
ゆ
み
子
が
、
ス
キ
ッ
プ
を
し
な

が
ら
、
コ
ス
モ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
の
方
へ
行
き
ま
し
た
。 

 

今
日
は
日
曜
日
、
ゆ
み
子
が
小
さ
な
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
、

お
昼
を
作
る
日
で
す
。 

教
材
文 

 

（
想
）
父
は
ど

う
な
っ
た
の
か 

  

（
事
）
対
比 

一
輪
の
コ
ス
モ

ス 
 
 

⇔ 

コ
ス
モ
ス
の
花

で
い
っ
ぱ
い 

 

（
事
）
ゆ
み
子

の
成
長 

・
高
い
声 

・
ス
キ
ッ
プ 

・
小
さ
な
お
母

さ
ん 指

導
事
項 

 

あ
る
い
は
～
し

れ
ま
せ
ん 

 

と
ん
と
ん
ぶ
き

   

ま
る
で
～
の
よ

う
に 

～
で
し
ょ
う
か

       

コ
ス
モ
ス
の
ト

ン
ネ
ル 

言
語
事
項 
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